
奈
良
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
九
号

奈
良
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る
有
形
文
化
財
を
奈
良
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
四
日

奈
良
県
教
育
委
員
会
教
育
長

吉

田

育

弘

建
造
物
の
部

名

称

員
数

構
造
及
び
形
式

所
有
者
・
住
所

所
在
地

瀞
ホ
テ
ル
本
館

一
棟

木
造
二
階
建
一
部
三
階
建
一

東
達
也

吉
野
郡
十

部
地
階
付
、
瓦
葺
、
建
築
面

和
歌
山
県
新
宮
市

津
川
村
大

積
一
六
七
・
一
平
方
メ
ー
ト

池
田
二
丁
目
二
番

字
神
下
四

ル

一
○
号

○
五
番
地

附

宿
屋
営
業
許
可
願

一
点

昭
和
二
十
二
年
八
月

八
日
の
記
が
あ
る

彫
刻
の
部

名

称

員
数

所
有
者
・
住
所

所
在
地

木
造
来
迎
会
所
用
面

二
十

宗
教
法
人
當
麻
寺


城
市
當
麻
一
二
六

菩
薩
面

二
十
四
面

八
面


城
市
當
麻
一
二
六

三
番
地

僧
形
面

二
面

三
番
地

天
童
面

二
面

絵
画
の
部

名

称

員
数

所
有
者
・
住
所

所
在
地



紙
本
金
地
著
色
南
蛮
人
渡
来
図
・
競
馬
図

一
双

宗
教
法
人
唐
招
提
寺

奈
良
市
五
条
町
一
三

六
曲
屏
風

奈
良
市
五
条
町
一
三

番
地
四
六
号

附

木
製
屏
風
箱

一
合

番
地
四
六
号

工
芸
品
の
部

名

称

員
数

所
有
者
・
住
所

所
在
地

黒
漆
金
銅
装
神
輿

一
基

宗
教
法
人
吉
野
水
分

吉
野
郡
吉
野
町
大
字

慶
長
九
年
九
月
の
墨
書
銘
が
あ
る

神
社

吉
野
山
一
六
一
二
番

附

黒
漆
金
銅
装
神
輿

一
基

吉
野
郡
吉
野
町
大
字

地

再
興
銘
板

一
面

吉
野
山
一
六
一
二
番

地

古
文
書
の
部

名

称

員
数

所
有
者
・
住
所

所
在
地

片
岡
家
文
書

一
万

片
岡
彦
左
衛
門

宇
陀
市
大
宇
陀
田
原

三
千

宇
陀
市
大
宇
陀
田
原

九
三
八
番
地

百
四

九
三
八
番
地

十
二

点

考
古
資
料
の
部

名

称

員
数

所
有
者
・
住
所

所
在
地

竹
内
遺
跡
出
土
資
料

一
括

学
校
法
人
奈
良
学
園

大
和
高
田
市
大
字
東



（
総

奈
良
文
化
高
等
学
校

中
一
二
七
番
地

点
数

大
和
高
田
市
大
字
東

二
百

中
一
二
七
番
地

七
十

七
点

）
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